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「風土のしらべ一日本の音風景から」
作曲家・演出家・エッセイスト　仙道作三
【はじめに】
　3月11日、東北地万の太平洋沖に巨大地震が起きた・そLて多くの人々が犠牲となった　そ二で
私は若い音楽家仲間に声を掛けて、家族や家を失い放射能から逃れて来た人々へ、慰問コンサート8
回行って来たが、私の気持ちは治まらず、地震や大津波で亡くな’った人々の魂を鎮める、レクイエム
（鎮魂歌）を作ろうと決意した、
　東北に生まれ育ち、東北の風．1：に育kれた感性を持って、86曲ものオヘラや交響詩などを1乍って
来た作曲家として、犠牲となった東北の人々の魂を鎮めなければ、ご恩返しをしなければ、私の人生
終われないのである・
　そこで東北人の、粘り強く忍耐強い、その根性の根源は、一体どこに在るのだろうかと考え、東北
の魂を探す旅を4月から続けている　いまその姿が少し見えて来た事柄を語ろう
（1）山形県の音風景
　月山に東北の死者の霊が集まろと聞いた　それならば霊を身に受けようと、8月13日の午後、
濃い霧の中、1450メートルの八合目の弥陀ヶ原へ登・った．深い霧の中から聴こえる澄んだ妙なる
浄土の吉が、夜の火祭りの炎に集2る青白い霊と、闇夜を守る神、月が奏でる深遠な音が
（2）青森県の音風景
　八戸市から出土した3500年前の「合掌土偶」は、いったい何を考え、何に祈・っていたのだろう
　　　　　　　　　1　’　　［－　．：t　－　　　　　　　　　　，　
か、出ヒ品の箆と嘉翠と梓弓は　昭和に咽び泣いた青函連絡船「八甲田丸一の霧笛の音と北前船
の霧笛は、
（3）秋田県の音風景
　謎のストーンサーク・レの環状列石を見た．直径約40メートル、二重の円形に規則正しく（」を並べ
られたその中央は墓だという、、道を隔てて二つのストーンサークルの中心点は、夏至の方角で結ばれ
る．縄文人は東西南北を知り、太陽を中心に生活していた
（4）岩手県の音風景
北上市民憲章に「あの高嶺、鬼のすむ誇り」と書かれ、鬼は蝦夷（えみし）と共に棲む東北ノ、を言
う蔑’
ﾌであるが、テーマ・パーク「鬼の飽で生気が甦った、と宣言している，
念願だった「鬼剣舞」を観た，元は念仏踊りが始まりだというが、首を取られた縄文の大将スクナ
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の陰が見えた
【終わりに】
　フィールドワークで出合った縄文人、東北の人々は、自分の住む士地と風土をほんとに愛し、．一一億
　　　　そtr，，’　　　　ニ，　フ，かニ
年以上も祖霊や産1二神を敬いながら生活して来たその行為を、いま若い世代へと引き継がれている
事実を知り、私は喜びを覚えた．
　だがこれは内陸部の話で、太平洋沿岸部は空爆を受けた戦禍の如くで、まるで地獄絵を見ている様
であった、入間が住んでいない、草木が牛えていない土地には、音風景が全く無い，
　嘆いてはいられない，復活再生をせねばならない．
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